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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はケモカイン受容体様タンパク質をコードしており、これは7回膜貫通型タンパク質であると予測され、CCR1と最も密接に関連しています。ケモカインとその受容体を介したシグナル伝達は、炎症部位へのエフェクター免疫細胞のリクルートメントに不可欠です。この遺伝子は、初代培養好中球および初代培養単球で高発現しており、好中球の活性化時および単球からマクロファージへの分化過程においてさらに発現が上昇します。この遺伝子の機能は不明です。この遺伝子は、ケモカイン受容体遺伝子クラスターが位置する領域にマッピングされています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：CCL2、CCL5、CCL7、およびCCL8の受容体。,組織特異性：脾臓、胎児肝、リンパ節、骨髄などの免疫組織で豊富に発現しています。肺や心臓でも強い発現が見られます。,
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	CCRL2抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CCRL2抗体を用いたHepG2細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CCRL2 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	CCRL2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

